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12月 、みつばら係育園様よりご招待頂き、える

でのメンバー さん数名 と、係育国の先生、園児の

なと共に松凛で作った材料を使用 した、手作 リビ

ザ体験に参カロさせて頂 きました。粉 と,書 を一生懸

命こねて、好 きな具を未せる、焼けたチーズの春

りが園一杯に広がっていました。園児の春さんは、

未られた,えムのおな様に一生懸今、食事を理んだ

り、一緒に食事をしたり、食堂からはなんともか

やかで:'〔 しい空気が広がっていました。 1か ら白

分逹の手で作ったどザの=家は格別で、メンバーの

普さんはもちろん、おかわりされていました I

骨菫な体験 ありがとうございました ll

地域え流の一環 として、ス姜轟小学校の 3

年生とえ美北小学校の 6年生の子供たらが

几学に未られました。＼(^o^)/

えるでの活動を策内させて頂いたイえ、人姜轟

小学校の子供たらは I′ コーダーを披議 して

くださいました :i

ス美北小学校の子供邊はクリスマス前 とい

うことでメンバーと一緒にツリーを創作永

永るよう活動を考えて未て下 さいました
:

一緒 に鬼茂 させたノ` :タ ー |ま 夕 tリ スマス会で

飾 りました＼(V)/

饉

ョヨi

_じ:#`

‘
鍮
〓

´
・ヽ
　
・・
・一

，
一“
）い

〓一一７

ヽ
・

鑑 妻|

霊楊



扮饒盪写六蜀

今回も布恙小学校のランチルームをお僣 りして、

メンバーさんにとっての一人イベン ト、クリスマ

ス会を暴贅鶏こ行 うことが出ふました。テルミンと

いう楽器を使った森瞬先生の演界に始まり、人ク

イズ大.会、メンバーさん同士のクリスマスカード

え換、ボランティアのがをはじめ、み本理事長お

子製の姜本しい昼食に、デザー ト.晨後はお持ち

かねのサンタの登場でプレゼントタイム♪メン

バーさんの実顔に溢れる楽しい会となりました。

これも日頃からえるでをええてくだきるご家族

や、ポランティアの方々あっての事だと思ってい

ます。ありがとうございます !!

愧洟餃

‐■′.

飩晰  長__.・参

1月 12褻 (上)鑢合福社会館 3Fを お借 ′)じ て

新キ会を行いましたc

,本理事長の挨拶から始 ま′]素嗜 らしいマジッ

クショーやカラオケ大会ヽがあリメンバー・スタッ

フともに盛 り上がりました♪昼会ではららし寿

司やな場げなどのオー ドブルがあり昔さん喜ば

れていました(^○
｀
)

新手最初の有事 として笑顔いっぱい溢れ楽 しい

時間をi竜 ごすことが由未ました(≧ ▽≦)

本年も、えるでメンバー 。我員で様々な汁動や行

事を共に考え日々楽 しめるよう14ご し、よ′)た い

え浚 を̀熾掛けますので宜 しくお願、いいたします。

〆

新ししヽは彙か袢一言

1月から入社しまして2週間力澪蚤ちました。

初めての職業だつたので、不安でいつぱいでし

たが、メンバーさんとも伸良くでき、とてもや

りがいのあるお仕事だと思います。

まだ、分からなしヽ所とかあると思いますが、頑

張りますのでよろしくお願いいたします。

上ネ申 夏生
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第 2えるで

2018年 行事報告

新 しい年を4え 、第 2え るで開所 3年 日となる20

19年がスター トしました。年末年始の体みが明け、

久 しぶ りの第 2え るでの関所でしたが、寒 さに負け

ず元気に未所 して くださったメンバーさんの姿をと

ても嬉 しく思います。第 2え るででは、年末年始の

行事に触れたり、冬ならではのイベントを楽 しんだ

りして、いつ もと逹った各1資 をしたメンバーさんも

多くいたと思います。 2019年 も一人一人のメン

バーさんが、より第 2え るでを楽 しみ、地域生活に

おいて自分の力を発揮 しながら充実 した日々を員ご

すことができるようえ援 していきたいと思っていま

す。今年 も第 2え るでのメンバー・職員一日をよろ

しくお願いいたします。

0 4月 28日

0 5月  3日

・  6月 16日

・  7月  7日

・  7月 14日

・  9月 15日

。10月  6日

010月 19日

・ 10月 20日

・ 11月  4日

・ 11月 23日

・ 12月 22日

・ 12月 29日

大泉緑地ピクニック

石川こいのばり

フアミリー交流会

ともだちの輸

ねっとフェスタ

みんなのWA

レストランで外食

伊勢一)自旅行

伊勢一泊旅行

ふれあい交流会

BBQ秋の味覚祭り

クリスマス会

大掃除・忘年会

(水)

(本 )

(■ )

(■ )

(」1)

(上 )

(上 )

(金)

/」_ヽ
_ヽ■_ノ

([∃ )

(金)

(」二)

(土 )

今年もようしくお願いし春す r
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第 2えるでアルミ缶回収

いつ もリサイクル活動にご協力頂 きありがとう

ございます。2018年 は 109,980円 のアルミ缶納

品額がありました。この納品額があったのも地域

の方々のご協力あってのことです。第 2え るでの

メンバー、スタッフ共々感謝 しております。来年

度 もまた、リサイクル活動のご協力のほど、よろ

しくお願いいたします。

マψ浄ワtゃ 甲ちψρ+ψ伊
第 2えるでの新年会&芋煮会

1月 4日 (木)に は、第 2え るでの新年会を「人

地の恙み」にて行いました。新年会では美味 し

いランチバ イキングをいただきながら、楽 しい

ひと時を重ごしました。また、 5日 (金)に は

第 2え るで駐車場にて手煮会を開催 しました。

えるでノ
i″ の手煮会でしたが、 しょうゅベースと

水嗜ベースの具材たっぷりの手煮で体の恙から

,ユ まりました。

JIコロ

_奪舒督

ёο60● もOo OOο O●
第 2えるでのボランティア

第 2え るででは、約 lo名 のボランティアさん

に未ていただいています。ボランテ ィアさん

には、日常のえ後のサポー ト以外にも、デイ

活動のひとつである河内者頭や、メンバー さ

んのクラブ活動等 (ス ポーツクラブ、おはな

しクラブ、おでかけクラブ等)に ご協力いた

だいています。

メンバーの普さんが、一生懸命に生活している姿

に日々とても起動 しています。

第 2え るででは、メンバーさんと一皓に本読みし

たり、パソコンや日言こをしたり、音楽やDVDを
几聞きしながら、いつもえ気をもらっています.

(丼上)

第 2え るでのなさん、i:a一口の訪閂ですが、いつ

も什 えくして くれてありがとう !

皆さんと太誡や音楽を通 して、′むが繋がっていけ

たら嬉 しいです。今年 もいい時間が作れるように

頑張 ります。よろしくお願いします。 (盛口)

イムはボランティアをしているというより、メンバ

ーさん逹と一緒に作業をしたり、買い物に虫たり

している慇じです。みんなと一緒にいただ くお昼

ご餃 も凄 く美味 しいです。これからもよろしくお

願いします。          (出 内)

● 0● o● 000● 00
第 2えるで

ボ ラ ン テ ィ ア を 募 集 I:

現″駄 第 2え るでではボランティアを募集 して

います。メンバーさんの日常生活をフォロー し

つつ、自分の趣味 なども活かして、充実 した時

間を員ごしてみませんか?小 さな出会いやきっ

かけでかけがえのない「やりがい」に出会 える

かもしれません。興木のある方は、いつでもご

気軽にお問合せ ください。

ポランティアよりひと言

【第 2えるで】

〒580-0023 嘲筐腸田団菊:断町 3… 1‐14

TEL:072‐ 349‐8611
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嘔塚袋慇麒颯瘍蝸靱付紆鏃颯核膵
昨年 10尾 6目 (■)鍾いこなの事務所が移

転してから、3ヶ層が経ち意した。

地域密着型特別盤護者人ホーム「きらきら」

《階で移転後しばら<は関係者の皆様やご利

用者様に1よご迷惑をおかけしたと思いますが、

少しずつ移転後の場所も定着してきているこ

とかと悪います。

地域の方の相談や、発達障がいに関する相談な

ども増えています。

お近くに来た際は、最非 !寄 つて<ださいね。

いこなでは地域の方からの相談や、また

発達障がいの海、その家族さんから様々な相談を

頂いています。

例えば・・・

・仕事がしたいけど、どこに相談に行つたら良い

か分からない。

・ ご家族の高齢に伴い、障がいを持つ子どもの支

援をする事が体力的にもしんど<な つてきてい

る。

・ グループホームや入所施設なども考えているけ

ど、どうしたら良いか分からない 等々

「職員研{1多」

いこなでは、他法人や機関が開催する研

修会に参加し、スキルアップを目指しま

す。

また、法人内職員向けの研修などの企画

:こ も積極的に取り組んでいます。

「濃こなの活動 ]

障がいのある方が安心 して日常生 )琶 また

1ま社会生活が送れるように、障がいのある方

の地域生活 |こ 関する様々な問題について障

がいのある方やご家族、関係者の方などから

の相談 :こ応 じ、必要な情報の提供、障害福祉

サービスの禾」用支援などを行つています。

いこなでは、本人活動支援を行つています。

松原市で暮らす、障がいを持つ仲間との交流

や仲間づくりができる場を提供しています。

今では、19名の登録メンバーに増え

参加者が協力しあいながら、楽し<活動を行
つてしヽます。

・6/10(日 )外出(京都鉄道博物館 )

・8/12(日 )ゲーム・創作活動

・10/14(日 )勉強会 (交通ルールーについて)

。10月   ボッチャ大会

・12/15(土 )交流会 (クリスマスコンサート)

。2/10(日 )鍋パーティー

・3/10(日 )総会

〈年間予定〉

・4/8(日 )お花見 (吉野山)

・5/13(日 )会議
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後援 松原市 (予定)松原市教育委員会 (予定)

松原市社会福祉協議会 (予定)

共催 NPO法 人障がい者支援ねっとまつばら

主催 バオバブとみんなのWA実行委員会

社会福祉法人バオバブ福社会

お問い合わせ バオバブ福社会えるで

松原市田井城6… 328‐2 TEL 072‐ 332‐ 0987
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人権三法っτなに?2θ アδ年を慶7を潔;淳するためのθフの焼臓
"1を

|″されました。

。
1鵬議諄者置壺需1繹露肖法  障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

すべての国民が障がいの有無によつて分け隔てることな<、 相互|こ人格と個性を尊重し含

いながら共生する社会の実現をめざす法律です

。罰暉客を妻題解[:肖拍LttE法  部落差別の解消の推進に関する法律

現在もなお部落差別が存在し、情報化の進展|こ伴ってその状況に変化が生じていることを

踏まえたうえで「部落差別は許されないもの」という認識のもと、部落差別のない社会の実

現をめざす法律です

・ ヘ イ ト ス ピ ー 子 対 策 法 日本に住居している外国出身者に対する不当な差別的言動の解消に取り組む法律

日本に住む日本以外の出身者や子孫に対する差別意識を助長・誘発し、地域社会から排斥

することを扇動するような言動の解消をめざす法律です。

この人権三法が広く社会に認知され、ここ櫨原において、

人権を守る街づくら1をすすめτいき春しょう。

Л 』

諄んなのWA オー7ニング

いういう模擬店

や毒モば イカ焼1老 じザークラフト体暴 ゲームコー十一 他

いういうステージイベント

和六嫌 バンド演春 マジック ダンスパフォーマンス 手議歌織露 他

いういう活動紹介・晨示

識宇50年のあゆみ パオバ7のこι:く諄 他

諄んなのWA フィ十一じ

♪♪

バオバ電こ辞んなのWA2019
,冒 :00

'4800
′

´ … … … … … … … … … … … … … … … … …
~…

… … … …
~…

… … … … …
~~ヽ

バオバブとみんなのWA2019を 応援してくださつている実行委員会のみなさん

・部落解放同盟大阪府連合松原支部 ・更池あったかサークル ・松原更池識宇学校

・ (社福)松風福社会 ・更池自治振興会 ・つるかめ苑 ・教育守る会

・松原市防犯協議会新町支部 ・松原退職教職員の会 ・松原市職員組合

・NPO法人介護支援の会松原フアミリー

たくさんの皆さんのご協力0もこ、おんなのWA勝開催いたし春す。あι脚こうごぜ購
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パオθ覇瑠圏闇諄凛■ス
新 しい年 2019年 を迎え、早や lヶ 月がたちま した。
後援会では、新年から1/3の つなぎ、隊活動、 1/4

のランチバイキング、 1/5の 第 2え るで芋煮会、 1/
12の えるで新年会にボランティア参加 し、メンバー さ
ん、スタッフの皆 さんと楽 しい一 日を過 ごしま、した。

本年 も本会へのご入会をお願いするとともに、皆 さん
から色々なご意見やアイデアをいただきなが ら、後援会
として楽しく活動 してまい ります。本年も、ご支援ご協力のほどよろしくお願い
します。

今:筑i″|の燿1層1会

^の
ス冷あ′′別ζうごW′満多″

1/22現 在で、個人加入者が285名 、団体加入が9件 です。 ご入会いただき誠
にありがとうございました。会費については、 「バオバブとみんなのWA」 の取
り組みや、地域活動をはじめとした諸活動に使わせていいただいてお ります。詳
細は、次号のねっとわ― く通信で決算報告 としてお知 らせ させていただきます。

魔
'″

鶏 瑚 笏 財 ラ ン デ ィ ′ あ 〃 〃 ど う ご ご ′′夢 ι 庁

10/27の 松高祭で始まった秋の地域活動や中学

校区フェスタに、のべ39人 の後援会員 (ボ ランティア)

や、のべ21人 のバオバブファミリーの皆 さん、そ してえ

るでメンバー、スタッフの皆 さんと参加 しま した。イカ

焼きの販売や レザークラフ ト体験など、地域の皆 さんに

楽 しんでいただき、無事終えることができま した。あ り

がとうございました。

月′7√ノ
`・

オノず7ど彬 なの″′″ノカ a″窪
「
ι夢ゲ

今 回 は 「人権 三法 を社会 にひ ろげ よ う !」 をテーマで開催 し、後援会 として も

、最大限の支援 と協力 を してい きたい と思 ってお ります ので、会員 皆様 の ご協力
をお願いいた します。

ボランテイアとして、

①前 日・当日の準備、片づけ (会 場設定、テン ト張

り、開催の準備など)

②当日の出店のお手伝い、メンバーさんの付き添いなど

後援会か らはまた、 “ィカ焼き"で 出店 します (^o^)

薫ランティア大幕集しτ春―す rr皆きた、さそい含?τ来てくださ―1l r

ようしくお願いし審～す。
ボランティアをご希望される方は、下記までご連絡お願いいたします。

パオパ ブ福社会後援会 (布忍事務所 )

松原市東新町4-105-68 (え るでヘルバーステー シ ョン内 )

事務局te1 0 7 2-332-0999

1‐‐・=  
卜  

‐

口

”
“

Ｉ

Ｖ

|
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着:スオ1霧コーナー
12月 8日 (金 )第 76回 社会福 祉法 人バオバ ブ福 社会理事会 が開催 され 、 I新 規 事 業 の

進 展 状 況 と今 後 に つ い て 、 Ⅱ検 討 プ ロジ ェク トチーム結成 について、 Ⅲグルー プ・ ホーム

建設用地内家屋等の解体工事 についてが承認 され ま した。

通信 では、その議論の重要な項 目にについて後援者・支援者の皆様 にお伝 え します。

,新規事業の進展状況 と今後について 検 討 プ ロジェク トチーム結成 について

建設計画の見直 し

‐1提 案壇 轟

○保護者 、メンバー、理事会構成 メ ンバー、

後援者 の高齢化 に対応 し、福祉切 り捨ての

動 きに抗 して、メンバーの願 いや地域社会

の要請 を実現す るために、 5年 後 のバ ォバ

ブ福社 会の あ り方 を関係者 で検討 し、法人

経営 に反映 させ る。

オi,総 でい言十憂願犠鮨賢ミ:こ 護誌:す τ
`つ

番警課憂董

①ヘルパーステー シ ョン

建物 の老朽化 に よ り建 て直 しの時期 を迎

えてい る

② 「えるで」 の特殊性

国庫補助金活用施設 であ り、購入価格 高

さが、売却等 の方向性 を阻害 してい る。

外壁修繕必要性 あ り

③ 法人本部 の設置位 置

事業所 が増 えてい る現状 を踏 まえて、 え

る で 内 で い い の か

④ ホー ム空・風

終 の住処 と して、 ター ミナル ケア体制構

築 の必要性

⑤ 緊急 シ ョー ト

新 ホー ムでカバーす る方向で検討す る

⑥ い こな

サー ビスの多面性・ 緊急対応 の増加 に よ

り、職員数 を含 めた今後 の経営 あ り方 の

検討

⑥ 時代 。社会 の要請

日中支援 ホー ム・重度児童 Day等 社会

の要請 について ど うこたえるか

基
「

害 シ Iヤ ト■―‐■ J〕 構成 :■ つい■

①組織

理 事会 1名   評議員会 1名  新 ホーム

利用者代表 1名  各事業所代表 1名

で構成す る。

②会議期 間

2018年 12月 ～ 19年 5月 31日

l t｀ ■な 等 薫:率 豊 :_・ :‐‐

10月 31日 。予 算 内 で終 了

○女 子 ホー ム 3名 の入 居 完 了

○ い こな の家 賃 につ い て は 、

10月 ～ 3月 ま で は建 築 費 に組 込

当初 予 算 2,480,000円  執 行 額 2,2“,317円

家 賃  300,000円
左  デ着́一―ゴホ ー ユ建:識l ilfl義 :ま で

0)私 た ちの周 りの状 況

○ 他 地 域 で は、建 設 反 対 の動 き =逆 風 に

さ ら され て い る

例 :人 尾 ポポ ロの会 ホーム断念

○ 地 震 ・ 台 風 の影 響 に よ り、建 設 業 界 の

混 乱 (本 造 注文 増 )

1)進 行 状 況

○ 用 地 取 得 に つ い て 。・・ 。旧 山本 。旧

安 田 。旧安積 邸 契 約 。買収 完 了

1)見 直 しの方 向性

①用地 が広 くなった関係 によ り、建設計画

見直 し必要 あ り

② 男子 ホー ムに (女 子 )シ ョー ト併設 可能

⇔福祉指導課 との協議 を経 て

③ 5年 後 を見越 した総合計画

2)見 直 しの結論

・ ホー ム入所 メンバ ー不足→他事業所 か ら

2名 以内の受 け入れ

・ 緊急対応 シ ョー ト施設の建設

・ 建設 業界 の状況 を受 けて入札業者 の拡大

を 目指す取 り組み
。建設時期 を 4月 完成 。開所 を 10月 に
。建設用地 の拡大 した め担保価値 上昇 して

い る→銀行等金融機 関 との再交渉ヘ

・ 将来 の総合計画策定 の必要性

3

2

□
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4 グルー プ ロホーム建設用地内家屋等の解

体工事について

1)提 案理 由

① 当初予算 340万 円以内であることを条

件 に業者 に見積 も り書を依頼。株式会社

日商 と株式会社アイエスの 2社 が提出が

あった。

② 見積 も り価格 が低 く、「みんなのWAパ
ー ト3」 の賛助企業である株式会社池上

環境開発 の関連会社であることを考慮 し

て、株式会社 アイエス と随意契約 を締結

す る。

尚、解体工事実施時期 2019年 1月

15日 ▼́19日 とす る。

③解体工事後の仮柵工事について

本法人協力企業である株式会社西白金

物 に依頼す る。

取得建設用地一括登記 につ いて

1)提 案理 曲

①公 簿上の取 引であるために、実測 が必

要である。

②新 ホー ム建設 予定地 (11月 15日 取得

済 )に つ いては、 4筆 に分 かれ てい る。

4筆 として基本財産登記 は可能 である

が、担保価値 が決定 しに くい。

③施設 の安全確保 のために、取得用地の西

側 に 4, 5mの 道路 を確保 し、公衆道 路

として登記 し、地域住 民 と共用 とす る。

③ 実測後 2筆 (公 衆道路 。建設 用地 )登 記

し、基本財 産登記後、金融機 関に担保 の

一部 として提供 してい く。

2)基 本財産登記の時難 について
。上記 の事 由に よ り、基本財 産登記時期 を

1月 15日 以降の開催 予定 の理事会・評

議員会後 に行 う。

ィは1憑 嘴́1lMttё饂輻磋檄
理事会・ 評議員会 において、「ホーム (東 風 )」 の開設 については、民

間資本 の活用 が決定 され 、解体整地後、市の福祉指導課 との協議 を重ね

金融機 関 (銀 行等 )と 正式 な契約 を結ぶ ことにな ります。

当初予定 していた計画の見直 しをはか り、 1階 は男子 ホーム と緊急 シ

ョー トの併設 ホーム、 2階 は 「ヘルパー ステーシ ョン」「い こな」「後援

会」等の事務所が入 る予定になっています。。

今回、法人 自己資金や保護者 か ら借入金 の活用 をはか りますが、施設

整備 については相 当な負担が予想 され ます。
2億 円強 の負債 をかか える法人 に とって、非常 に負担が大 きい ものに

なっています。皆様方の ご厚意 におす が りし、期 間限定で整備募金 をお

願 いす ることを関係者で決定 しま した。

今 年・ 来 年度 も、施 設 整 備 募 金 募 集 を継 続 します 。

期  間

目標金額

2019年 1月 1日 ～ 2019年 10月 31日
800万 円 (1日 2,000円 × 4,000回 )

ご寄付 いただ くと、社会福祉法人への寄付 として税金控除の対象 に

な ります

(同 封の振込用紙 をご利用 くだ さい。)

担 当窓 ロ

(社福 )バ オ バ ブ福 社 会

法人本部・会計担当 (藤 田 )

5
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映みを湾轟震柔算えテヵ34轟瞥eヵ7″
― 自分の ことを 自分でできない生き方 には尊厳 がないのか ?――

こ
こ
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Ｆ
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映
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の
ジ
障
は

い
め

原
発
が
ち

一
　

で
と
改

ん な夜更 けにバナナ か よ」 が ヒッ トして い る と聞 いて、観 て きま した 。映画 の
んな夜更 けにバナナか よ 筋 ジス・ 鹿野靖 明 とボラ ンテ ィアた ち』 (2003年
著者 は北海 道 に拠 点置 くノ ン フィク シ ョン作家渡 辺一 史 さん です。全 身 に筋 力
えて い く進行性 筋 ジス トロフ ィー の鹿野 さん (故 人 )の 生 活 とボ ラ ンテ ィアた
青 い芝の会 や札幌 いち ご会 (小 山内美 智子 代表 )と の共闘 等 を描 いた 546ペ
る長編 の ノ ンフィクシ ョンです。
の 「 自立 の意 味」 を社 会 に問 うた作品 と して、地域 生活 に こだわ る私 た ちの間
作品であ り、一方で批判 も多い作品で した。商業映画 で、本 当に描 き切れ るか つ

を持 ちなが らも、映画館 を訪れ ま した。 そ して、素 直 に感動 し、 自立 の意 味 を
ことの必要 を考 えさせ られ ま した。

さ

イ
し

０
化

変

テ
ま

６
変

大

ン

い
庫

の

の
ラ

て
文
境

と
ボ

れ
春

心

映画 では、大泉洋が演 じる主人公がボ ランテ ィア を探 して地域 で生 きてい くこ
と「その意 味 」 と人工呼 吸器 を着 けなが らも明 る く、わ が まま (?)と も言 え る
アヘ の要求 、それ が 、 ボ ラ ンテ ィアの心 を動 かす 、 とい う本の一部 であ るが描か
た。詳 しくは、映画 お よび作 品 (文 春 文庫 880円 )お よび映画 ノベ ライズ (文
0円 )を お読み くだ さい。 ここでは 、著者 の渡辺― 史 さんの取材 動機 、取材 後 の
等 を綴 つた文章 を紹介 し、社会の 自立観 の誤 りを考 えて いきたい と思 います
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か `'」 とい
女性 ボラン
キ リとさせ
《一人の不
人間 を見つ けて幸せ |こ な る》とい う言葉 だ。

と人 とが支 え合 う ``美 談'' で もなけれ
、善意 と共感 が渦巻 く ``感 動 ドラマ "
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しろ」 を容赦 な く要
“た くま しさ '' に

怒 りが消 え去 った と
に している。

鹿 野 さん とボ ラン
うした ``葛 藤 '' が
この本の取材 に取 り

言 葉 か らと っ
ア は 、 しか し
に 「あれ しろ

との 間
か っ た
と思 っ

ち
る
ぱ

ど
れ
し

らヽ
ば

か
え
し

の
支
が

な
Ｆ
と

ｊ
が

こ

者
ら
る

常
ち
な

こ
な
ら
側
か

そ
し
ち
る
わ

が
材
ど
え
か
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で
支

の
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関
は
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な
た

間
私
者
が

ｊ

つ

人
　
害
ら
側
だ

つ の き っ か け は 、「ボ ラ ンテ ィ ア
る興 味 か らだ っ た。 そ もそ もボ ラ
を して い る学 生 や 主 婦 た ち は 、「

何 を好 き この ん でボ ラ ンテ ィア し
だ ろ う」とい う素朴 な疑 間 が あ っ た か らだ。

私 は この本 を書 く過 程 で、何 十 人 もの ボ
ラ ンテ ィア にイ ン タ ビュー をす る こ とに な
つた が 、 た とえば 、 こん な学 生 ボ ラ ンテ ィ
ア が い た。 大 学 に入 学 した もの の 、 大 学 の
授 業 はつ ま らな い し、 自分 は ど う して大 学
な ん て ところに入 っ た ん だ ろ う、自分 の「生
き る意 味 」 とは い った い何 だ ろ う、 とい う
よ うな 問 い に つ ま ず い て し ま う学 生 で あ
る。 そ ん な とき、大 学 の掲 示 板 に貼 られ て
い た「ボ ラ ンテ ィア募 集 」の チ ラ シ を見 て 、
「これ だ !」 と思 ってや って くる。

鹿 野 さん の ところ に は 、他 に も、 マ ー ジ
ャ ン三味 の怠 惰 な生活 を「な ん とか した い」
と思 っ て来 る学 生や 、 あ るい は 、 冷 え切 っ
た 夫 婦 関 係 の 末 に 、「夫 に と っ て 私 っ て
何 ?」 とい っ た根源 的 な 不安 を抱 えて い る
よ うな主婦 もい た。

そ して 、「な ぜ ボ ラ ン テ ィ ア を す る の

が 「健
」で ど
らな く

(強 調部は編集者 が挿入 )



4年 5月 に 復
行 計 画 し て 、
出ヽ して い ま す
刊 に な っ て い

り ま せ ん |!」 の 回 答 に 安 心 し て 帰 っ

れ か ら 20号 に な りま した 。
者 の 皆 様 に 満 足 い た だ け る 紙 面 に な っ て い

と して 反 省 し て い ま す 。
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○バオバブネットワーク通信VOL20をお届けします。

バ ブ の

し て か

期 刊 行

信 発 行
い 手 続

転 と 女 性 ホ

定 員 と な り
ン バ ー に 対

移

人

メ

の
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の
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車
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円
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る

し

た

乗

明

直

し
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ぅ

な
れ
者
と

幅
さ
援

ｊ

、 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー 「い

業 が 完 了 し ま し た 。 女 性 ホ ー

大 幅 な 見 直 し を し て い る の が
――ム と シ ョー ト新 設 事 業 で す 。
会 ・ 評 議 員 会 で は 、 計 画 の 大
ロ ジ ェ ク トチ ー ム 結 成 が 決 定
な 困 難 が 予 想 さ れ ま す が 、 支
・ 。」「何 と か な る っ て 。・ ・ 。

見
■ト
よ

の

い

たしまきてし進４
●
Ӵ

，
日まちた，

，ハ
千
年

○ 「み ん な で 考 え シ リー ズ 」 で は 、 映 画 「 こ ん な 夜 更 け に バ ナ ナ か

新 ホ ー ム 建 設 事 業 の 進 展 状 況 を 皆 様 に お 知 らせ し て い き
後 、 更 な る ご 支 援 ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。
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